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c,ｄ行（第２行）は，第６区切りが[-］となるが，他は第１行と同じである。
○第２行も第１行と同じ形式を採る場合は．GTtiと呼ばれる。
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○第１行が第２行と同じ形式を採る場合は，UpagTtiと呼ばれる。
○第１行と第２行が逆の形式を採る場合は，UdgTtiと呼ばれる。
2）AryZiVipulii
PathyZiと同じ音韻配列であるが．第３９anaの後の休止（caesura）が見られない場
合はVipulヨと呼ばれる。
3）AryagTti(Skandhaka）
G7tiの行末にそれぞれ２ｍｏｒａを付加した形式を採る。
2．VaitiilTya（Ardhasamavrttaの形式を採る）
cadence
a行，ｃ行においては，６moras(ニニニニニニ）＋’一一一一一ｌ
ｂ行，ｄ行においては，８moras(二ニニニヱニニニ）＋｛－－－－－］
ただし，ｂ行，ｄ行のopeningにおいては若干の不規則が許容されるので，次のような
形式となることがある。
①－|＝＝＝'－－－－－｜
②－|＝＝＝'－－－－－｜
③－－|＝＝＝'－－－－－｜
④－－|＝＝＝'一一一一一｜
⑤－－－|＝＝＝'－－－－－’
3．Aupacchandasika
VaitiilTya＋[一]の形式を採る。
ａ．Ｃ・・．…… ６moras(ニニニニニニニ）＋｛－－－－－－］
ｂ，ｄ………８moras(ニニニニニニニ二）＋［－､,一一一一］
４．Ｍ諏面samaka
各PZidaが[４moras×４]の形式をとるが，最初の４moraがトー －１（ja-gana）であって
はならず，第９音が短音でなければならない。
また，短音と長音の配置によって。次のように呼ばれる。
①第９音と第１０音が長音ならばUpacitr面
②第５音と第８音が短音ならばＶｉ§loka
③第５音と第８音と第９音が短音ならばCit面
④第９音と第12音が短音ならばＶ師av面Sik屈
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5．MZitr面chandaの一種：[4ｍｏｒａ×６]の形式を採るもの
｛－､ハー ][－－－ルー ]ー[－－－][一一](すべて４moraのgana）を6個合わせて1行とし，
３個目の終わりに休止のある韻律（l2moras＋l2moras）であるが。Apteの韻律表に見当
たらない。
Ｌｖの第15章第86～95偶は，この種の韻律である。SZintibhiksuSEistrT:Lα"ｍｖｉｓｍｍ(435頁）
には，この韻律についてＧ諏ha,Soja誼kSarTAS噸tTyEi（16音節から成るAstiに属する
Ｇｮthｮ）と注記している。しかし実際には，この韻律は音節数が固定しておらず，14個か
ら18個にまでわたる音節数で構成されているので，この注記は適切ではないと思われる。
6．Miitrachandaの一種：(5morasor6moras＋[－－－－])×２行の形式を採るもの
合計で5morasまたは６morasを含む複数の音節があり，その後に[－－－－]のcadence
を成す4音節がある。それが2個集まって1行（a,ｂ行）を成し，同じ形式の第２行（c,。行）
を足して1偶を構成する。
Ｌｖの第22章第６～25偶は，この種の韻律であると思われるが，詳細は不明である。
ＳそintibhiksuSastrT（666頁）は単にＧ証hZiSoda§aksa面（16音から成る９面thﾖ）と注記してい
るが，１行の音節数は14音，１５音，17音もあり一定しない。
§５Visamavrtta（各行において音節数の異なる韻律）
1．LalitaorDoha(?）
ａ行：、,－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－[sajasala］（10音節）
ｂ行：－－－'－－－トー 'ー一[nasajaga]（１０音節）
ｃ行：、～－'－－－トー －'－－－[nanasasa］（12音節）
ｄ行：－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－－－ｌ－［sajasajaga］（13音節）
Ｌｖの第15章第31偶の上半分（a,ｂ行）は，ａ行の末尾の長音を短音にすれば，Lalitaの
上2行に合致するので,Ｈ・Smith（p､２１）は，これをLalitaと見ている。しかし，下半分（c，
ｄ行）は全くLalitaに合致しない。Lefmann（Ⅱ,ｐ229）は，この第31偶から次の第32偶
までを含めて，Sa1padZi（6行から成る韻律）のDohEi（[13+11］×２）であるとし，
WSchubringもDohaとするが，Ｈ,Ｓｍｉｔｈ（p､２８）はDohヨではないと見ている。
髄ntibhiksuS園st面は単にSa1padT（6行の詩節）と記しており，韻律名は不明のままである。
したがって，第32偶の韻律も不明であり，Ｈ､Smith（p､２７）はこの偶を5行に分けて，
上から順に５９ams,５＋l/2gapas,５＋l/2ganas,６＋４＋４＋２moras,６gapasから成ると分析
している。しかし，第２行と第３行の音節数は同じではないので，５行がいずれも異なる形
式を有することになる。
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２．６＋４＋４＋２moras＋(７gapas,８ganas,９ganas）
直前の第31偶，第32偶に続くＬｖの第15章第33偶も韻律名は不明であるが，ＨＳｍｉｔｈ
（p､２７）の分析を参考に数えてみると，６moras＋４moras＋４moras＋２morasの後に４
moraから成るｇanaが7個‘７個，８個，９個の順で付いている。つまり，次のような構成を
成している。
ａ行：６＋４＋４＋２moras＋７ganas
b行：６＋４＋４＋２moras＋７gallas
c行：６＋４＋４＋２moras＋８ganas
d行：６＋４＋４＋２moras＋９gapas
この場合も，ａ行（第１行）とｂ行（第２行）の音節数は同じではないので，４行がいず
れも異なる形式を成していることになる。
Gadyagati（散文調の韻律）
厳密には韻律のない長行（散文）であるが，文章の構成が同じパターンを繰り返すこと
によってリズミカルな調子を醸し出しているものである。日本語に訳してみると，同じ調
子の繰り返しを持つ詩であって，単なる散文ではないことが了解される。Ｌｖの第21章第
139～162偶は，この種の詩節である。
＊なお，上記（１．仏教焚語と韻律く先行研究の７>）のMetteによって指摘されている，
Ｌｖの第３章「マー ヤー 妃の身相」に関する原文（Lefmann校訂本，ｐｐ２６～27）も「散
文調の韻律の一種」であろうと思われるが，これを韻文として扱っている校訂本は存在
せず，チベット訳でも散文として扱われている。われわれとしても，これを韻文と見て
偶番号を付することができるほどには当該箇所を明瞭に特定することができなかった。
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５．Ｌｖに見られる韻律の特徴
Ｌｖに用いられている韻律を，偶頒数の多い順に並べ，当該の章と偶番号を付して示せば，
次のようになる。なお，確定的でないものには疑問符（？）を付けてある。
ｌ）Vasantatilak2i…計239偶
第５章3～17偶，３８～47偽
第７章74～95偶
第８章1～3偶
第１０章l～5個
第11章15～32偶
第12章3～12偶，１５～16偽，２３偽，２５偽，２９～31偽，３９～45偽
第14章l～11偶，１３～15偶，４０～47偏
第15章l～10個，２２偽．５０偶
第20章3偶，１０～29偶
第21章l～14個，２５～28偶，４５～46偶，４９偶．８９偶，132～137偶，165～170偶，
173～177偶，179～198偶，200～203偶
第22章2～5偶，２６～30偽
第26章27～41偶
２）Sloka…計209偶
第６章13～21偶
第７章29～32偶，３６偽，４３～53偶
第１０章6～１０偶
第11章5～11偽，１３偶
第12章13～14偽，２１～22個，３４～38偶
第15章23偶
第17章3～7偶，９偶
第18章l～22偶
第19章7～26偽
第21章15偶，３５～41偶
第23章l～11偽
第24章73～82偽，９９～102偽．lO8～147偶，149～150偶
第25章１９～20偽
第26章l～6偶，４２～47偶，５２～75偽
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３）AryiiPathy罰…計189偽
第２章l～20偶
第13章141～160偽
第15章11～20偶，３６偶，５１偶（？）
第17章11～41偽
第21章33偶，６６～84偶
第24章１～72偶
第25章１７～18偶
第26章7～18偶
4）MixtureofUp噸tiandVam§a､顕…計162偶
第１章l～13偶
第３章l～20偶
第４章l～21偶
第５章1～2偶
第６章21偶
第７章33～35偶
第11章12偶
第12章46偶
第13章133～140偶
第15章24～26偶，３４～35偶，４０～45偶，５３
第21章55～65偶，８８偽
第23章56～60偶，６２～65偶
第24章83～90偶，１０３～107偶，151～154偶
第25章l偽，９～16偽，２１～34偶
第27章2～lO偶
53～63偽
５）SZirdnlavikrTdita…計93偶
第７章54～73偽
第８章4～5偶
第11章3～4偶
第14章16～26偶
第15章28～29偶，６４～75偶
第18章23～30偶
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第19章1～6偶，２７～41偽
第20章l～2偶，４偶，６～7偶
第21章163～164偶，178偶
第23章21～25偽
第25章35～36偶
6）VaitﾖlYya…計47偶
第１３章93～132偶
第15章49偶
第23章41～45偶
第24章148偶
７）PuSpitEigrZi…計41偶
第６章1偶
第12章l～2偶
第１６章l～33偶
第23章51～55偶
8）RathoddhatZi…計39偶
第５章64～78偶，８０～83偶
第15章30偶，137～156偏
第21章１１０１局
9）Ｍ副inY…計38偶
第６章3～12偶
第７章l～20偶
第12章33偶
第14章１２偶
第22章31～35偶
第23章61偶
10）Pancac面mara…計34偶
第６章23～37偏
第13章50～67偶
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第21章48偶
11）Upaj説i…計33偶
第12章19～20偶
第17章l～2偶，８偶，１０偶
第19章57偶
第21章29～31偶，３４偶，４２～44偶，
第23章12～15偽
第24章91～98偶
12）Aupacchandasika…計30偶
第５章48～63偶
第６章2偶
第12章24偶（？)，２６～28偶
第20章9偶（？）
第21章32偶
第25章2～8偶
13）PramitaksarZi…計30偶
第５章18～37偶
第15章76～85偶
14）Tbtaka…計27偶
第12章32偶
第13章68～92偶
15）AtijagatTの一種(tatanaraga)…計25偶
第15章96～120偽
16）Gadyagati（散文調の韻律）…計24偶
第21章139～162偶
17）Ｎ圃面Ｃａ（Mahiim副ik3）…計23偶
第７章21～28偶，３７～42偶
ラリタヴイスタラの韻律について
50～52偶，８５～87偶，199偶
203
国際文化学部論集第18巻第３号（2017年12月）
第23章46～50偶
第26章48～51偶
１８）Vam§apattra[patita]…計20偶
第21章111～130偶
19）Ｍ証rZichandaの一種：(5or6moras＋[一一一一])×２行の形式…計20偽
第22章6～25偶
20）Ｓａ§ikal面(Candravartii)…計19偶
第13章21～34偏
第23章26～30偽
21）AryiigTti(Skandhaka)…計16偶
第15章121～136偶
22）AtyaS1iの一種(masajabhanalaga)…計15偶
第９章l～5偶
第１９章52～56偶
第23章31～35偶
23）AtyaS1iの一種？（najajayabhagaga)…計15偶
第13章35～49偶
24）Dodhaka…計14偶
第19章48～51偶
第21章16～24偶，５４偶
25）髄linr…計13偶
第14章28～39偶
第27章l偶
26）SakvarTの一種（masajabhagaga）…計11偶
第21章100～109偶，131偽(？）
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27）MixtureofTb1aka,Nalinl,Mo1aka,Citragati,SumukhT,Angaruci,Ａ§vagatietc.…計１０偶
第21章90～99偶
28）Ｍ証rmsamaka（4moras×４）…計10偶
第13章11～20個（？）
29）Miitrachandaの一種：４moras×６（l2moras＋l2moras）の形式…計１０偶
第15章86～95偶
30）Dandaka(ra-gapaのDandaka)…計9偶
第11章2偶
第15章21偶，３８～39偶，４６～47偶
31）Bhramaravilasita…計8偽
第１３章l～8偶
32）Dhrtiの一種（ｓａ×６）…計8偶
巴
第26章19～26偶
33）VegavatT…計8偶
第12章17～18偶
第19章47個
第23章36～40偶
34）BhUjangapray証a…計5偏
第19章42～46偶
35）MixtureofPrami面ksar目andTbtaka…計5偶
第23章16～20偶
36）PraharsinT…計3偶
第11章14偶
第１３章9～10偶
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37）Vam§astha…計2偶
第15章48偶
第21章138偶
38）Modaka？（bha×３＋ra）…計2偶
第20章5偶(？）
第21章53偶（？）
39）BhUjangavihmbhata…計2偶
第21章171～172偶
40）LalitaorDohﾖ(?)…計2偏
第15章31～32偶
41）Svaga直…計l偏
第5章79偶
42）Vam§amalii…計l偶
第１５章37偶
43）Drutavilambita…計l偽
第15章27偶（？）
44）Candravartman［ya-ganaで終わる形式］…計l偶
第20章8偶
45）Rucir2i…計l偶
第１５章52偶
46）AryaVipulZi…計l偶
第22章l偶
47）６＋４＋４＋２moras＋(7ganas,8ganas,９ganas）
第15章33偶（？）
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以上の集計結果からＬｖに含まれる韻律数は47種であり，番号を付して示されうるGathZi(偏
頒）の総数は1517偶であることが分かる。これらの韻文全体を鳥撤して，Ｌｖに見られる韻律
の特徴を示せば，次のようにまとめることができる。
①非常に多種多様の韻律が使用されている。このことは，Ｌｖが起源的に多くの典拠や作者
を有する雑多な文献であることを示すものである。
②最も多用されている韻律はVasantatilakaであり，作品全体にわたって幅広く使用されて
いるが，特に第21章（降魔品）に頻出している点が注目される。
③一般に最も代表的な韻律とされるSlokaも，第24章（トラプシヤ・バッリカ品）を中心と
して多用されているが，全体としてはVasantatilakZiよりも少ない数にとどまっている。
④三番目に多用されている韻律はAryZi（Pathya）であり，Slokaと並んでメジャー なこの韻
律が多用されていることは，Ｌｖが文学作品に共通する韻律の一般的特徴をいちおう保持
していることを示すものである。
⑤しかし，名称不明とせざるを得ないようなマイナーな韻律も少なからず含まれており，こ
のことはＬｖが他の作品には見られないような特徴を持つことを示すものである。
⑥四番目に多用されている「UpajatiとVam§am訓屈が混合した韻律」を含め，複数のリズム
を混合した韻律が種々見られることも，Ｌｖの特徴として注目される。
⑦五番目に多用されているSardmavik両ditaは19音節から成る比較的長いPZidaの韻律である。
偶数は少ないとしても，一つのPadａ（1行）に26もの音節を有するBhUjangavijrmbhata
や，。それより多くの音節を有するDandaka等も含まれていることを考えると，Ｌｖは技巧
的に高度な韻律を多彩に駆使した作品であると言える。
③第21章に見られる，上記の１６）Gadyagati（散文調の韻律）の存在は，Ｌｖにおける韻律の
有する多様性を最も明瞭に示すものとして注目される。
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